
事業所名 ココトモ徳次校 支援プログラム（参考様式） 作成日 6 年 ９ 月 １３ 日

法人（事業所）理念 経営理念：子どもたちと未来を創る　私達は、子どもたちを中心に地域社会と力を合わせ 自立と就労に向けた支援に徹し、笑顔あふれる未来を作ります。

支援方針
ワーク体験やパソコンスキルアップなど様々な活動を通して自己選択・自己決定を促す支援を行います。活動や交流を通じて、社会に必要なコミュニケーションスキルやワーキング
スキルを伸ばします。

営業時間 １０ 時 ００ 分か
ら １９ 時 ００ 分ま

で 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

健康な生活習慣の促進や日常生活における基本的な動作や自立を促す。 
・定期的な心身の把握（毎回体温測定・気分把握） 
・生活リズムの安定と時間への意識と切り替えの補助
・食事や掃除、自由時間の過ごし方、活動の選択等、自己決定自己選択を促す支援
・掲示・支援 ・SST、WSTなどによる身体的、精神的、社会的訓練

運動・感覚

活動や自由時間での遊びを通じて体感や粗大運動、巧緻性の向上を目指す。
・座る姿勢、文字を書く時の姿勢の確認、保持
・手先の巧緻性を高める訓練
・感覚の特性(感覚の過敏や鈍麻)への対応としての環境整備
・ビジョントレーニング

認知・行動

発達レベルに応じた支援、認知の偏りに対する予防と状況に合わせた対応力を養う。
・1日の時間帯別活動を示すタイムテーブルの確認による時間の認知形成
・発達に合わせた学習の認知形成
・ブロックワークによる空間把握の認知形成
・小集団における活動での適切な行動形成、認知の偏りの配慮

言語
コミュニケーション

適切なコミュニケーション能力の獲得や社会生活における関係性の向上を活動プログラムを通して養う。
・始まりの会であいさつ、終わりの会で活動振り返り等の言語表出・受容
・障害の特性に応じた読み書き能力の向上を支援
・ルールなどを絵カードを使って視覚化
・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得

人間関係
社会性

ルールに合わせた行動等、他者との関係の向上を図り、社会生活における適応力を養う。
・アタッチメント形成
・一人遊び、並行遊び、連合的な遊びの組み合わせ、移行を促しながら社会性の発達を支援
・ルールの理解が必要な遊びや集団活動
・自己の行動や感情を理解し、コントロールできる支援

家族支援 児童期、学齢期の成長・発達の心配等、家族が抱える葛藤に対し、関係機
関と連携してサポートする。 移行支援 ライフステージに合わせた移行準備や地域のつながりを一緒に考え

る。

地域支援・地域連携 保育所等や学校等や障害福祉サービス等事業所と連携して、子どもや家族
の支援をトータルにサポートする。 職員の質の向上

虐待防止事例検討会、事業所内支援会議、西尾市放課後等デイサー
ビス事業所連絡会、県キャリアパス研修、ABA研修等

主な行事等 夏祭りなど季節に合わせた活動、保護者向け講演会、徳次カフェの実施、中高生職場体験の実施、ペアレント・プログラム


